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　私事ですが，昨年末に 28年余り勤務していた NTT東日本関東病院を退職し，本年 2月か
ら病院玄関から徒歩 1分，いわゆる門前クリニックを開院する運びとなりました。決断に
至った理由はいくつかあるのですが，その大きな一つは病診連携の推進です。
　ご存知のとおり大病院は患者の滞留を避けるために，かかりつけ医機能を担う地域の医療
機関への逆紹介を積極的に行っており，すでに逆紹介が行われている傷病で再診しようとす
れば選定療養費が徴収できる制度もできあがっています。関東病院もその例に漏れません
が，当院はベッド数に比して外来患者が多すぎることが以前から問題とされていました。事
務サイドはさらなる分析を行っていて，皮膚科の外来患者の 1/3は外来診療料＋処方箋料の
みであるので，こういった患者さんは近隣の開業医に逆紹介して外来診療の負担を減らし，
その分入院診療に注力して診療収入を伸ばすべきであるとの指摘を受けておりました。元々
皮膚科は入院より外来の診療収入のほうが多い科ですので上記の方針が果たして収入増に
繋がるのか疑問ではありましたが，上層部の方針に逆らう気力はなく，どうせ患者さんを逆
紹介するのなら自分が受け入れて病診連携を円滑に行っていこうと思った次第です。たまた
ま門前でクリニックをされていた先生がご高齢のため閉院され，ビルのオーナーさんが新た
な先生を探していたのも後押しとなりました。
　開院して日が浅く，まだまだ採算がとれる状態には至っておりませんが，幸いにも多くの
患者さんが私についてきてくださいました。また意外にも近隣の住民の方の受診が多く，
「近くに皮膚科ができてよかった」との声を聞くのは少々驚きでした。近くにお住まいでも
関東病院を受診したことがない方が結構いらして，改めて大病院の敷居の高さを感じざるを
得ませんでした。また，現金なもので勤務医から開業医に転身してコスト面での意識が格段
に上がりました。綿棒や手袋の値段まで気にするようになり，立場が変わると人は変わるも
のです。さらには開業医の視点から今まで気づかなかったものがなにか見えてくるのではな
いかと密かに期待しています。
　関東病院時代，かつては 1日外来患者数が 300人を超えた日もあったことが懐かしく思い
出されますが，今後は病院とクリニックのそれぞれのメリットを生かした病診連携をめざ
し，受診して良かったと思っていただけるような診療を心がける所存です。
 （五十嵐敦之）
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